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公立諏訪東京理科大学の DX に関する取組み事例 

2025 年 8 月現在 

 

No. 取組み 概要 担当課 

１ 郵便・荷物管理シス

テム「トドケール」

の導入 

（2022 年度～） 

大学宛に届いた宅配便等の荷物を管理。 

教員個人（研究室）宛の宅配便等が日々大量に届くが、導

入以前は手書きの台帳で管理し、教員には個人のメールボ

ックス（教員に書類等を受け渡す引き出し）にメモを貼っ

て知らせていた。トドケールでは、荷物のラベルをスマホ

で読み込むことで宛名を認識し、該当教員に自動でメール

通知。受渡しまでのタイムロスや台帳作成の手間を削減で

きた。 

総務企画課 

２ 学生向け野菜無人販

売 

（2025 年度～） 

地元農家の協力により、安価な野菜を学生に提供するため

の無人販売ブースを設営する。2025/10～開始予定。農家の

納品価格提示、販売、精算までを本学発のベンチャー企業

がシステムで自動化し運営。農家が販売する手数を極力省

力化することで農家、学生双方のメリットにつなげる。 

地域連携・

研究支援課 

/財務課 

３ 外部資金及び知財の

データベースをクラ

ウ ド サ ー ビ ス

「kintone」で管理 

（2024 年度～） 

 

これまで Excel ファイルで行っていた外部資金受入状況お

よび知的財産の管理を、クラウドサービス「kintone」に移

行した。知的財産のステータス管理や外部資金契約の状況、

受入件数・受入金額の管理、統計資料の作成などに活用し

ている。 

地域連携・

研究支援課 

４ 予算配分申請書の電

子化 

（2024 年度～） 

外部資金を受け入れる際、これまでは財務課への予算設定

申請を紙ベースで行っていたが、コラボフローを活用した

電子申請を導入した。これにより、決裁に要する時間が短

縮されたほか、契約書や原議書などの書類もシステム上で

確認できるようになった。 

地域連携・

研究支援課 

５ アパート・アルバイ

ト情報の公開 

物件情報及びアルバイト情報をインターネットを利用して

収集、学生に公開している。 

 

教務・学生

支援課 

６ キャリタス UC の導

入 

（2017 年度～） 

株式会社キャリタスが提供するクラウド型サービス「キャ

リタス UC」を導入し、求人票やインターンシップ情報の管

理をオンラインで実施。企業は本学のシステムに直接求人

票を登録でき、学生はいつでも閲覧・検索が可能となった。

進路決定届など各種申請もオンライン化され、求人情報・

企業情報・学生情報・OBOG 情報の一元管理が実現。キャ

リア支援における業務効率化と学生の利便性向上につなが

っている。 

教務・学生

支援課 

資料３ 
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７ WEB 出願システム

等の導入 

学部入試（学校推薦型選抜、一般選抜）において、WEB 出

願システムを導入。これにより出願者情報を一元的に管理

できるようになり、受験者による受験票のダウンロードや

合否照会および成績開示がオンライン上で可能となり、事

務作業の省力化（受験票の発送等）が促進された。 

教務・学生

支援課 

８ 入学手続きシステム

の導入 

入学手続きについて、オンライン手続きを導入。これによ

り、入学者情報の一元管理が可能となり、入学予定者の書

類送付の手間が省け、手続き事務においても省力化が促進

された。 

教務・学生

支援課 

９ 各種イベント参加申

込に係る WEB シス

テムの導入 

オープンキャンパスや高校教員対象大学・入試説明会、保

証人懇談会などのイベント開催に際し、参加申し込みを

web 化して情報を一元管理している。なお、これらの情報

をもとに WEB アンケートも実施し、参加者の声を元に以

後のイベント改善に役立てている。 

教務・学生

支援課 

10 生成 AI（ChatGPT、

Copilot 等）の活用 

全職員対象に、生成 AI ツールの活用を推進している。これ

により、資料作成、アイデア出しなど、多様な業務の効率

化を図っている。 

（情報係では、PC およびシステムトラブル時の解決にも役

立てております。） 

教務・学生

支援課 

 



学生向け野菜無人販売
システム

（地元農家との協働による野菜摂取の促進）

≪ねらい≫

１ 学生の健康維持

２ フードロス対策（規格外廃棄野菜の活用・SDGｓ）

３ 地産地消

４ 農家の収益向上
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事業拡大

販売省力化
収益力向上

学生の健康
維持

システム運用イメージ

無人販売所

学生

本学発ベンチャー企業
合同会社LocaLeap

近隣農家

バーコード添付

規格外野菜を袋詰め

出荷者別売上管理、
精算業務販売所へ納品

販売スペースの提供

大学

システム提供

運用経費支援
安価な野菜購入

出荷者別売上精算・入金

産学連携・地域貢献

カゴメ株式会社との協働による学生の
ベジチェック実施（野菜摂取量測定）

スマホ決済
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システム概要（ ）

無人販売所

学生

本学発ベンチャー企業
合同会社LocaLeap

近隣農家

システム運用・保守

ユーザー登録

販売所ゲート入退出管理

監視カメラモニタリング

出荷者別売上精算通知・送金

購入代金のスマホ決済

大学

運用経費支援

DXによる農家の
１規格外野菜の販路確立
２出荷販売に係る省力化
３収益力強化

システム機能

※出荷者別売上精算機能を持たせ、
農家の手間を極限まで省き、かつ
販売コストを削減する

安易な出荷・販売

バーコード読み取りによる
出荷者別・売上管理
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ChatGPT を活用した事務業務の効率化について  

本学では、事務業務の効率化と学生サービスの向上を目的として、ChatGPT をはじめと

する生成 AI を業務に活用しています。 

本課では、学生への通知文書や保証人への案内文書など、多岐にわたる文書を作成する必

要があり、従来はゼロから作成することで多くの時間を要していました。その結果、他の業

務に割ける時間が限られ、学生対応などの窓口業務に支障をきたす場面もありました。こう

した課題を解決するため、DX 推進の一環として生成 AI を活用し、効率的な業務運営を目

指しています。 

 

ChatGPT の具体的な活用方法 

1. 文章の作成 

キーワードや一部の文例、作成したい文章の要望を入力することで、ChatGPT が整った文

章を生成します。これにより、文書作成にかかる時間を大幅に短縮することができ、他の業

務への時間配分が可能となります。 

2. 文章の要約 

会議資料や報告書など、内容を簡潔にまとめた資料が必要な場合には、ChatGPT を活用し

て要約を作成しています。短時間で効率的に概要を把握できるため、業務のスピード向上に

つながっています。 

 

活用時の注意点 

ChatGPT を活用することで大幅な時間短縮と業務効率化が実現していますが、生成される

文章の正確性は必ずしも保証されていません。そのため、最終的な文書は必ず担当者が内容

を確認し、誤りがないかをチェックしたうえで使用しています。 
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合同会社LocaLeap
初の学部学生による大学発ベンチャー。
2025年3月に情報応用工学科を卒業した3名
が2024年7月(学部4年次)に設立しました。
それぞれ都内の企業に就職した現在も大学内に
拠点を構え、活動を継続しています。諏訪での
つながりを大切にしながら先端技術で人々の生
活を豊かにするため取り組んでいます。

学内Mapアプリ
公立諏訪東京理科大学

�����

ダウンロードは
特設サイトから！

キャンパスマップをご活用ください︕
研究室やイベント会場までご案内します︕

私たちが

つくりました！


